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取組方針改定について
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１.大規模氾濫減災協議会、流域治水協議会の位置付け
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⼤規模氾濫減災協議会
⼤規模氾濫減災協議会では、各構成員がそれぞれまたは連携して実施している現状の減災に係る取組状況等を共有し、円滑
かつ迅速な避難、的確な⽔防活動等による浸⽔被害軽減を実現するため、国・県の取組⽅針をフォローアップするとともに、
関係機関が連携し、重点的に取組むべき項⽬について協議・共有する。

平成２８年、「⽔防災意識社会再構築ビジョン」に基づき、国と県管理河川各々で開催していた協議会を、流域全体として
取組を促進させるため、国及び県の協議会を統合し、⼤規模氾濫減災協議会を設置した。

三重四川災害対応連絡会
（鈴⿅川委員会）

三重四川災害対応連絡会
（雲出川委員会）

三重四川災害対応連絡会
（櫛⽥川委員会）

三重四川災害対応連絡会
（宮川委員会）

四⽇市圏域
県管理河川⽔防災協議会

鈴⿅・⻲⼭圏域
県管理河川⽔防災協議会

雲出川圏域
県管理河川⽔防災協議会

櫛⽥川圏域
県管理河川⽔防災協議会

宮川圏域
県管理河川⽔防災協議会

鈴⿅川外
⼤規模氾濫減災協議会

雲出川外
⼤規模氾濫減災協議会

櫛⽥川外
⼤規模氾濫減災協議会

宮川外
⼤規模氾濫減災協議会

〜H28 国管理河川の協議会 〜H28 県管理河川の協議会 現在（H28〜）
⼤規模氾濫減災協議会

流域治⽔協議会
気候変動による⽔災害リスクの増⼤に備えるため、これまでの河川、下⽔道などの管理者が主体になって⾏う治⽔対策に
加えて、集⽔域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて⼀つの流域として捉え、その流域のあらゆる関係者により流域全
体で⾏う治⽔、「流域治⽔」へ転換し、

①氾濫を防ぐための対策
②被害対象を減少させるための対策
③被害の軽減・早期復旧・復興

のための対策を多層的に進めるため、早急に実施すべき具体的な治⽔対策の全体像を「流域治⽔プロジェクト」としてと
りまとめ、ハード・ソフト⼀体となった事前防災対策をあらゆる関係者により連携して計画的に推進する。
→令和５年に流域治⽔プロジェクト2.0に更新



２. 取組方針改定の背景

現⾏取組⽅針の計画期間の満了
「『⽔防災意識社会再構築ビジョン』に基づく（鈴⿅川外・雲出川外・櫛⽥川外・宮川外河川の減災に
係る取組⽅針）（以下、「取組⽅針」と記す）」（令和３年度改定）の計画期間の５年が経過

「流域治⽔プロジェクト2.0」における施策の反映
気候変動の影響により当⾯の⽬標としている治⽔安全度が⽬減りすることを踏まえ、流域治⽔の取組を
加速化・深化するべく、必要な取組を反映し『流域治⽔プロジェクト2.0』に更新された。（令和6年3
⽉）
 「気候変動による降⾬量の増加を考慮した治⽔計画」への⾒直しを⾒据え、直轄河川の対応メニューを更新。
 関係機関の取組を現時点のものに更新。（居住誘導・内⽔排除 等）

近年の災害発⽣状況、法改正、社会情勢等の反映
R6年に発⽣した能登半島での地震・⼤⾬により、複合災害への対策⼿法等についての提⾔が取りまとめ
られた。このような⽔防災に関わる状況の変化を受け、取組⽅針の更新を⾏う。
 近年の災害発⽣状況（ex: 「能登半島での地震・⼤⾬を踏まえた⽔害・⼟砂災害対策のあり⽅について」提⾔）
 社会情勢（ex︓DX技術の活⽤、マスメディアとの連携、避難所での⽣活環境の向上）
 法改正（ex︓災害対策基本法の⼀部改正、「気象業務法及び⽔防法の⼀部を改正する法律案」の閣議決定）

現⾏取組項⽬の現状を踏まえた⾒直し
+

流域治⽔プロジェクト2.0における施策
+

⽔防災に係る全国的な動向

取組⽅針の改定
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３. 現行の取組方針
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概ね５年間（令和２年度〜令和7年度）で達成すべき⽬標
鈴⿅川外・雲出川外・櫛⽥川外・宮川外河川で発⽣し得る⼤規模な⽔害に対し、
「住⺠の防災意識の向上」、「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最⼩化」を⽬指す。

⽬標に向けた取組
１．迅速な避難と被害の最⼩化に向けた地域住⺠の防災意識向上のための取組
平時から住⺠等への周知・教育・訓練に関する事項

２．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難⾏動を⾏うための取組
※宮川⽔系︓避難⾏動の確実化に向けた迅速かつ的確な情報提供を⾏うための取組

情報伝達、避難計画等に関する事項
円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項

３．洪⽔氾濫による被害の軽減のための迅速かつ的確な⽔防活動・排⽔活動の取組
⽔防活動の効率化及び⽔防体制の強化に関する事項
市町村庁舎や災害拠点病院等の⾃衛⽔防の推進に関する事項
⼀刻も早い⽣活再建や社会経済活動の回復を可能とするための排⽔活動に関する事項
ダムの危機管理型の運⽤⽅法の⾼度化※宮川⽔系のみ

4．河川管理者等が実施する防災施設の整備・被害減少のための対策

5．⼟砂災害に対する警戒避難体制を充実・強化するための取組



４. 取組方針の改定方針
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これまでの取組項目は、原則、引き続き実施かつさらなる推進
• 完了に向けて実施中、あるいは未実施の機関がある取組項目は基本的には引き続き実施
• 一部取組のステップアップ

例：想定最大規模降雨を対象とした洪水浸水想定区域図を基にした洪水ハザードマップの策定・周
知・WEB運用、水害BCP(事業継続計画）の作成・運用・検証

• 目標時期・取組機関を適宜見直し

「流域治水プロジェクト2.0」における施策の反映
• 流域治水プロジェクト2.0の施策を反映した取組の追加・更新

例 : 防災アプリ、SNS・広報紙・マスメディア等を活用した継続的な情報発信

近年の災害発生状況、法改正、社会情勢等の反映
• 多様なニーズを踏まえた避難所運営の検討、備蓄品の充実（R7災害対策基本法等一部改正）
• 先発の自然災害（地震等）による被災エリア全体のリスク把握、安全度評価手法の確立・運用

（能登での地震・大雨被害を受けた提言）

これまでは、5か年ごとに取組方針を策定し、取組を進めてまいりました。
令和8年度以降は単年度ごとに取組項目の見直しを行いながら、

これまで開催した協議会活動を継承し、フォローアップに取り組みます。

フォローアップについて

今回の改定方針



R7年度までの取組状況の確認結果と
現状の課題
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５. R7年度までの取組状況の確認結果より考えられる、現状の課題
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取組項⽬全体を通じて、課題として下記の回答が多くみられた。
② 実施⽅法等に関する他市町との連携や情報交換を要する
④ 実施対象でない（取組機関とされているが）

【実施上の課題】
1. 構成機関間での、連携・情報共有があまり活発でない。

→・引き続き協議会にて各機関の取組状況を共有。
・各機関の担当者間での情報共有・相談等が活性化する仕組みづくりや、幹事会の運営を⼯夫する。

2. 実施主体が明確でなく、各機関が「どのように取り組むか」が曖昧である。
→取組機関の精査を⾏うとともに、どのように取り組むかについても整理する。

① 取組対象機関の精査
② 各機関が「どのように取り組むか」の整理

これまでの取組状況や取組内容等より、対象機関を以下に整理した。

実施主体となる機関主体的に実施する機関

実施主体より発信される情報の受け⼿や、実施主体による訓練への参加等
が想定される機関協⼒・参加機関

実施主体より相談があった場合に助⾔や⽀援の実施が想定される機関助⾔・⽀援機関



① ⽔害リスク情報のさらなる充実と周知
• ⽔害リスク情報の充実と活⽤（空⽩域の解消・⽔害リスクマップの策定・公表・周知、等）
• 内⽔浸⽔想定区域図を作成・周知
• 想定最⼤規模降⾬を対象とした氾濫シミュレーション（浸⽔ナビ）の公表
• 想定最⼤規模降⾬を対象とした洪⽔浸⽔想定区域図を基にした洪⽔ハザードマップの策定・周知・WEB運⽤

② 持続的な⽔災害教育の実施と伝承
• ⾸⻑も参加したロールプレイング等の実践的な洪⽔に関する避難訓練の実施
• ⼩学⽣も理解しやすいテキストを作成し、継続的な⼩中学校等における⽔災害教育の実施と伝承、「⽔防災意識社会」再構築

に役⽴つ広報や資料を作成
• 住⺠の防災意識と知識を⾼め、⽔害から⾝を守る⼒を育むために、市⺠向けの防災講座を実施
• 防災アプリ、SNS・広報紙・マスメディア等を活⽤した継続的な情報発信

③ 要配慮者の避難計画の作成促進と避難訓練の実施
• 実効性のある要配慮者施設の避難確保計画の作成と避難訓練を促進
• 避難訓練の実施や地区防災計画の策定⽀援等による、共助の仕組みの強化
• ⾼齢者福祉部局と連携した避難⾏動への理解促進、マイタイムライン等の個⼈防災計画の作成

④ その他減災に係る取組⽅針の項⽬

令和3年度以降の重点項⽬に含まれる取組で、課題があるとの回答が多くみられた。
→内容の⼀部を更新し、令和8年度以降も重点項⽬として継続的に取り組み、出⽔期前に各機関の取組内容

を共有する

５. R7年度までの取組状況の確認結果より考えられる、現状の課題
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令和８年度以降の重点項⽬



【参考】取組の更新・追加について
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想定最大外力規模降雨を対象とした
洪水浸水想定区域図を基にした洪水ハザードマップの策定・周知・WEB運用

洪⽔ハザードマップのWEBGISを活⽤した運⽤例
• 鈴⿅市

（https://experience.arcgis.com/experience/51609a9bc1224e0b90de7e56586cf00f ）
• 津市

（https://www2.wagmap.jp/tsu/Portal）
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鈴⿅市︓ウェブ版総合防災マップ

洪⽔ハザードマップはおおむね策定済みとなっている。防災みえ.jp（三重県）をはじめ、多くの機関がWEBサイトにてハザード
マップを公表していることを踏まえ、「WEB運⽤」を追加した。
下記に、WEBGISを活⽤した、洪⽔ハザードマップのWEB運⽤事例を紹介する。

津市︓津市地図情報提供サービス

新5



防災アプリ、SNS・広報紙・マスメディア等を活用した継続的な情報発信

防災アプリの開発・導⼊事例
• みえ防災ナビ https://www.pref.mie.lg.jp/BOSAI/HP/m0100400080.htm

• 四⽇市市 AR防災学習アプリ「ARLook」
https://bousai2.city.yokkaichi.mie.jp/hazard-map/hm-04/

近年の情報発信ツールの多様化（みえ防災ナビの運⽤開始等）を受け、⾚字を追加した。
下記に、防災アプリの開発事例、マスメディアの活⽤事例を⽰す。

マスメディアの活⽤事例
• 三重県

R7第⼀回流域治⽔協議会資料2より抜粋

新11
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企業やNPO等と連携した避難体制等の確保
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第⼀次国⼟強靭化実施中期計画がR7.6に閣議決定されたことを受けて、推進が特に必要となる施策の内容を反映するため、取組
を更新した。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/dai1_chuukikeikaku/index.html

新14

第１次国⼟強靱化実施中期計画 第４章 推進が特に必要となる施策（個票）より



緊急⾏動計画（平成31年1⽉29⽇）

ダムや堤防等の防災施設の機能に関する情報提供の充実
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新24

取組の内容が分かりにくかったため、緊急⾏動計画（H31.1.29）を参照し、「ダムや堤防等の防災施設の機能に関する情報提
供の充実」とした。



多様なニーズを踏まえた避難所運営の検討、備蓄品の充実

⾃治体向けの避難所に関する取組指針・ガイドラインの改定について
（令和６年12⽉13⽇）

避難所運営について、避難所の⽣活環境の抜本的な改善や、⾼齢者等
の要配慮者、在宅避難者など多様な⽀援ニーズへの対応が求められて
いることから、新たに取組を追加した。

災害対策基本法等の⼀部を改正する法律
（令和７年法律第５１号）

内閣府より概要引⽤

内閣府より引⽤

https://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/index.html

https://www.bousai.go.jp/taisaku/kihonhou/kihonhou_r7_01.html

新30追加
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大規模洪水の減少により、実際の水防活動経験者が減少する中、消防団員に対しての教育、TEC-FORCE
予備隊員の募集・周知、水防協力団体の募集・指定を促進
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R7.7に、TEC-FORCE による被災地⽅公共団体への⽀援体制を強化する⽬的で、TEC-FORCE予備隊員の募集がされたことを受
け、⾚字を追加した。

中部地⽅整備局 記者発表資料より抜粋

https://www.cbr.mlit.go.jp/saigai/tec_reserve_member/20250723_01.html

新35



TEC-FORCE等に係る機能強化のための、被災状況把握の高度化、資機材や装備品の充実・強化

17

第⼀次国⼟強靭化実施中期計画がR7.6に閣議決定されたことを受けて、推進が特に必要となる施策の内容を反映するため、新た
に取組を追加した。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/dai1_chuukikeikaku/index.html

新36追加

第１次国⼟強靱化実施中期計画 第４章 推進が特に必要となる施策（個票）より



水位状況を確認するための観測施設（危機管理型水位計や量水標、簡易型河川監視カメラ、
ワンコイン浸水センサ等）の設置

浸⽔センサの導⼊事例
R7第⼀回流域治⽔協議会資料2より抜粋
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雲出川流域治⽔プロジェクト2.0、津市でのワンコイン浸⽔センサ実証実験の実施を受け、⾚字部分を追加した。

伊勢市
令和７年度は２３２の⾃治体で実証実験を⾏います
〜様々な地域にワンコイン浸⽔センサの取組を拡充します〜
https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo03_hh_001301.html

国⼟交通省報道資料（参考資料）より

津市

新37



災害拠点病院・大規模工場・物流拠点等へ浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
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第⼀次国⼟強靭化実施中期計画がR7.6に閣議決定されたことを受けて、推進が特に必要となる施策の内容を反映するため、取組
内容を更新した。あわせて、災害発⽣時における⽀援物資の円滑な輸送体制の構築を図る観点から、物流事業者等との協⼒協定
の締結等を⾒据えつつ、まずは浸⽔リスクに関する説明や啓発活動から着⼿することとした。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/dai1_chuukikeikaku/index.html

新38追加

第１次国⼟強靱化実施中期計画 第４章 推進が特に必要となる施策（個票）より



施設・庁舎・鉄道施設等の耐水化

20

第⼀次国⼟強靭化実施中期計画がR7.6に閣議決定されたことを受けて、推進が特に必要となる施策の内容を反映するため取組内
容を更新した。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/dai1_chuukikeikaku/index.html

新42追加

第１次国⼟強靱化実施中期計画 第４章 推進が特に必要となる施策（個票）より



先発の自然災害（地震等）による被災エリア全体のリスク把握、安全度評価手法の確立・運用

国⼟交通省報道資料（別紙1）より

21

R7.6に「能登半島での地震・⼤⾬を踏まえた⽔害・⼟砂災害対策のあり⽅について」提⾔が公表された。複合災害の発⽣に備え
るための先発の⾃然災害発⽣後の応急対応の強化が、被害の防⽌・軽減に向けて、速やかに検討に着⼿し、早期に実現を図るべ
き対策として挙げられていることを受けて、新たに取組を追加した。

https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo03_hh_001307.html

追加 新51



大規模地震による複合災害に備える、河川管理施設の耐震・津波対策（補強等）

22

第⼀次国⼟強靭化実施中期計画がR7.6に閣議決定されたことを受けて、推進が特に必要となる施策の内容を反映するため、新た
に取組を追加した。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kokudo_kyoujinka/dai1_chuukikeikaku/index.html

新52追加

第１次国⼟強靱化実施中期計画 第４章 推進が特に必要となる施策（個票）より



衛星画像・ドローン等の活用による、河川巡視・点検の実施

ドローンを活⽤した河川巡視・点検への適⽤検討会（第３回 R7.12.22）

23

昨今の技術の進化、また、ドローンを活⽤した河川巡視・点検への適⽤検討会がR6に設置され、R8以降の段階的な実装を⽬標と
していること、第⼀次国⼟強靭化実施中期計画（施策24）を受け、新たに取組を追加した。

別添資料「検討会の今後の予定について」より抜粋 資料3
「ドローンを活⽤した河川
巡視・点検の適⽤の⼿引き
（試案）概要と要点」

より抜粋

追加 新53



衛星画像・ドローン等の活用による、河川巡視・点検の実施

中部インフラDX⾏動計画（中部地⽅整備）より抜粋

24https://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/dx/infrastructure_dx.html

追加 新53



衛星画像・ドローン等の活用による、河川巡視・点検の実施

R2第２回流域治⽔協議会資料2より抜粋

25https://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/dx/infrastructure_dx.html

追加 新53



土砂災害に対する警戒避難体制の整備・改善（土砂災害訓練の実施等）

• 伊勢市
⽔防訓練にて、消防団、伊勢市消防本部、三重県建設業協
会伊勢⽀部が合同で⼟砂災害救助訓練を実施（R7.6）

• ⼤台町、多気町、明和町
令和7年度多気郡管内消防団幹部訓練において、⼟砂災害救
出訓練を実施（R7.5）

取組内容を明確、かつ発展させるため⾚字を追加した。
下記に、⼟砂災害に関する防災訓練の実施例を⽰す。

• 三重県
防災啓発番組にて⼟砂災害総合防災訓練の様⼦を紹介

https://www.city.ise.mie.jp/syoubou/syouboudan/1018166.html

伊勢市消防本部HPより引用

大台町HPより引用

https://www.odaitown.jp/chocho/724.html

https://www.pref.mie.lg.jp/MOVIE/005962.htm

新55

26


